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も
あ
り
で
し
た
。「
会
期
延
長
の
動
議
」
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
・
本
会
議
で
「
最
終
報
告
と

す
る
」
こ
と
で
終
了
し
ま
し
た
が
、「
気
持
ち
が
後
に
残
る
」
と

い
う
妙
な
本
会
議
で
の
結
論
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
議
会
自
ら
が
「
定
数
を
二
十
八
人
へ
」
と
英
断
も
し

ま
し
た
。
広
く
な
っ
た
新
津
山
市
で
す
か
ら
、
少
数
の
議
員
と
言

う
の
は
「
い
か
が
な
も
の
か
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
つ

の
英
断
で
す
。
津
山
市
議
会
の
あ
り
方
へ
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
、
編
集
後
記
と
し
ま
す
。（
弘
）
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十
二
月
議
会
も
三
日
間
の
会
期
延
長
で
し

た
。

　

ご
み
処
理
施
設
建
設
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
の
「
委
員
会
報
告
」
を
巡
っ
て

の
紛
糾
が
原
因
、
そ
も
そ
も
最
終
報
告
を

す
べ
き
が
、「
中
間
報
告
」
の
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
最
大
の
原
因
・・・・

し
か
し
、
調
査
事
項
が
残
っ
て
い
る
の

に
「
委
員
会
を
閉
じ
る
」
こ
と
の
是
非
論

　

岡
山
県
北
森
林
・
林
業
活

性
化
促
進
議
員
連
盟
で
は
、

設
立
十
周
年
を
記
念
し
て
、平

成
二
十
一
年
十
一
月
十
四
日

に
記
念
植
林
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
北
四
市
五
町
二
村
の
議

員
百
二
十
名
が
一
堂
に
会
し
、

津
山
市
横
野
の
山
林
に
、
山

桜
等
三
種
類
の
苗
木
三
百
本

を
植
林
し
ま
し
た
。
記
念
樹

と
し
て
紅
葉
二
本
と
標
柱
を

建
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
植
林
は
、
十
年

間
の
軌
跡
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
議
員
各
位
の
懇
親
を

図
り
、
議
員
連
盟
の
結
束
を

高
め
、
今
後
の
活
動
の
充
実

に
繋
が
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

人
生
は
過
去
に
も
未
来
に
も
な
い
そ
う
で
、
今
の
こ
の
瞬
間
に
あ

り
ま
す
。
多
く
の
友
人
や
豊
か
な
趣
味
を
持
ち
毎
日
を
楽
し
く
笑

っ
て
過
ご
し
、
お
互
い
の
健
康
を
分
か
ち
た
い
も
の
で
す
。（
憲
）

地
域
主
権
戦
略
会
議
が
ス
タ
ー
ト
し
、
地
方
自
治
法
を
抜
本
改
正

し
、
地
方
政
府
基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
き
た
。

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
議
会
の
任
務
は
益
々
重
大
と
な
る
。（
幸
）

　

関
係
市
町
村
で
は
、
こ
の
水
力
交
付
金
を
活
用
し
、
防
火
水
槽

や
防
災
無
線
等
の
公
共
施
設
の
整
備
、
診
療
所
や
保
育
園
の
運
営

費
等
へ
の
充
当
に
よ
る
住
民
生
活
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
を
も
っ
て

多
く
の
関
係
市
町
村
で
交
付
期
限
を
迎
え
る
水
力
交
付
金
に
つ
い

て
、
過
去
三
十
年
間
に
わ
た
る
交
付
実
績
や
、
今
後
と
も
安
定
的

な
水
力
発
電
を
維
持
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
等
を
考
慮
の
上
、

平
成
二
十
三
年
度
以
降
は
恒
久
的
な
制
度
と
す
る
こ
と
。

環
境
と
い
う
言
葉
を
聞
か
な
い
日
、
見
な
い
日
は
な
い
と
い
う
ぐ

ら
い
、
今
、
地
球
的
、
人
類
的
課
題
で
す
。
環
境
破
壊
は
人
間
自
身

の
破
壊
の
写
し
絵
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
、
気
付
く
時
で
す
。（
行
）

●
津
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場
の
改
修
工
事
に
つ
い
て

の
請
願
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
採
択

●
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請

願
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
継
続
審
査

十
二
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
の
審
査
結
果

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙、大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクルにご協力ください。

　

十
二
月
議
会
で
は
、
左
記
の
二
件
の
人
事
案
件
へ
の
同
意

が
求
め
ら
れ
、
全
員
一
致
で
同
意
、
推
薦
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　

津
山
市
小
田
中
九
一
〇
番
地　
　
　

立　

石　

重　

子

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　

津
山
市
南
方
中
一
〇
九
六
番
地
五　

重　

松　

丈　

雄

　
　

津
山
市
西
吉
田
五
九
一
番
地
四
二　

豊　

福　

惠　

美

　

二
十
二
日
に
、議
案
会
（
議
員
が
議
案
と
し
て
提
案
す
る
案
件
）

の
二
件
が
可
決
さ
れ
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、

国
に
対
し
て
、
意
見
書
を
送
り
ま
し
た
。
要
約
し
た
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

国
に
対
す
る「
意
見
書
」二
件
を
可
決
し
ま
し
た

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
制
度
の
交
付
期
間
延
長
等

を
求
め
る
意
見
書

陳
情
窓
口
の
一
本
化
に
反
対
す
る
意
見
書

　

民
主
党
中
心
の
現
政
権
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
、
各
種
団
体

の
陳
情
窓
口
を
民
主
党
に
一
本
化
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

国
民
に
は
、
憲
法
第
十
六
条
で
請
願
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

　

陳
情
窓
口
を
民
主
党
に
一
本
化
す
る
こ
と
は
、
政
治
と
行
政
の

分
離
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
主
政
治
の
あ
り
方
か
ら
も
大

き
な
問
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
陳
情
窓
口
の
一
本
化
を
改
め
、

国
民
の
声
、
地
方
の
声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
仕
組
み
を
確
立

さ
れ
る
よ
う
、
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。


